
報道関係者各位
PRESS RELEASE

KATATA YOSHIHITO DESIGN が手掛けた包丁専門店
「TOJIRO KNIFE GALLERY OSAKA」が難波千日前道具屋筋商店街にオープン
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KATATA YOSHIHITO DESIGN（代表：堅田佳一）は、新潟県燕市の包丁メーカー藤次郎株式
会社（代表：藤田進の関西地域初となるブランドストアのデザインを担当しました。この店舗は、
大阪市中央区難波千日前14-18「道具屋筋横丁」に位置しています。

えと、その製作背景にある職人技を存分に感じていただけるよう、日本の伝統的なデザインと工
業的なデザインの融合を目指しました。

店舗は、メンテナンスルームとナイフギャラリーの二つの空間に分かれています。メンテナンスル
ームでは、店外から直接包丁のメンテナンス風景をご覧いただけるようになっており、藤次郎の職
人技を実際に体験できる空間を提供しています。この空間には、新潟県燕市の本工場と同じメン
テナンス機械や内装材を使用し、まるで工場見学をしているかのような体験を提供します。このス
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ナイフギャラリーでは、日本の包丁メーカーとしての日本の伝統的意匠を採用し、木材を使用して
和の空間を演出しました。壁一面には、「包丁」と「まな板」を敷き詰めたかのようなデザインで包
丁が展示されており、日本料理に欠かせないこれら二つの道具の関係性を展示空間で表現して
います。直線的で規則正しいデザインは、藤次郎の包丁の完成度の高さをより一層際立たせてい
ます。

壁面の包丁什器には、日本の伝統的建築技法である「鎧張り」を採用し、お客様が包丁を手に取
りやすく、持ち出す際に落としにくい構造を実現しました。この技法は、内装だけでなく外観にも
統一して取り入れ、店舗全体に一貫したデザインをもたらしています。

また、ファサードには工場を思わせる溶融亜鉛メッキのスパングル素材を使用し、現代的で工業
的な印象を与えています。ナイフギャラリーの内装から連続する鎧張りの意匠と、メンテナンスル
ームの工業的なデザインがファサードで見事に融合し、日本的な表現と工業的な表現の調和、そし
て伝統と現代の素材を組み合わせた新しい形の美を創出しています。
これら日本的な表現と工業的な表現の融合という新たな表現の可能性は、日本各地で見られる
多様な文化の共存精神と親和性が高く、アジアや世界各地に今後生まれてくるであろう多様な文
化をミックスさせた空間表現の一つのヒントになるのではないか？と考えています。

研ぎサービスの提供は、「物を大切にする文化」の提供と、包丁の寿命を延ばし、長期使用を奨励
し、廃棄物の削減に寄与するという実用的な側面を反映しています。地域の皆様に長く愛される包
丁の相談処となり持続可能な消費を促進する役割を担うことを目指しています。
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↓プレスキット↓
https://www.dropbox.com/scl/fo/bhgnmvf0-
j l59vby573oh6/AG-vJO1E3IOe2Cegwfn5CjY?r lkey=clhnnaqmc58ugmdvpxu4nvi8h
&st=hs15spkw&dl=0


